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本大学に 2015 年度秋学期在籍した会話レベル 3、19 人、レベル 4 の留学生、
21 人、合わせて 40 人。レベル 3 は一年から一年半の日本語学習経験を持ち、レベ















B（学習者）:        
    (I have a headache.) 
(2) （彼/彼女と別れて涙を流している人を絵をみせて） 
A（友だち）: どうしたんですか。泣いていますね。 
B（学習者）:        
   (I broke up with my boyfriend/girlfriend.) 
(3) （かわいいドレスを嬉しそうに着ている人の絵を見せて） 
A（友だち）: かわいい服ですね。 
B（学習者）:        
    (I made it myself.) 
(4) （一生懸命に勉強している学生の絵を見せて） 
A（友だち）: よく勉強しますね。 
B（学習者）: ええ、あした      
     (There is a test tomorrow.) 
(5) （ネックレスを買ってとても嬉しそうな人の絵を見せて） 
A（友だち）: あたらしいネックレスですね。 
B（学習者）: ええ、      
     (It was a sale.) 
(6) （新しい車を買って嬉しそうな人の絵を見せて） 
A（友だち）: いい車ですね。 
B（学習者）:        







それぞれの場面設定で発話された文には、次の 5 通りの対応方法が確認された。 
a. 「～んです」を使用した 
b. 「～んです」の代わりに「～から です（だ） / ので」を使用した 




った。（表 1、表 2、表 3） 




















I have a 
headache 
15 0 4 0 0 
I broke up with 
my boyfriend 
13 1 4 1 0 
I made it 
myself 
5 0 10 4 0 
There is a test 
tomorrow 
10 4 3 2 0 
It was a  
sale 
4 2 11 2 0 
It is a German 
car 
2 2 13 2 0 
 














I have a 
headache 
15 0 6 0 0 
I broke up with 
my boyfriend 
4 1 9 1 6 
I made it 
myself 
3 0 16 2 0 
There is a test 
tomorrow 
5 2 14 0 0 
It was a  
sale 
1 2 16 0 2 
It is a German 
car 


















I have a 
headache 
30 0 10 0 0 
I broke up with 
my boyfriend 
17 2 13 2 6 
I made it 
myself 
8 0 26 6 0 
There is a test 
tomorrow 
15 6 17 2 0 
It was a  
sale 
5 4 27 2 2 
It is a German 
car 

































































































































（『みんなの日本語 初級 II 本冊』26 課 p. 2） 
ここでは、B が遅刻したという事実が共有情報として A と B に確認されている。
つまり、A も B も「B が遅刻したこと」を知っている。菊地はこの場合の「～んで
す」の用法を次のように説明している。 
これは、「なぜ B が遅刻したのかということが A の関心事となるわけだ














（『みんなの日本語 初級 II 本冊』26 課 p. 2） 
この場合の A と B の共有情報は、B がおもしろいデザインの靴を履いているとい
う事実だ。そこで、A はその共有されている情報を踏まえたうえで、さらなる付加
的な情報の提示を要求しているのが「のか（んですか）」になる。この A の要求に






（Situational Functional Japanese, Vol. 1: Notes, 5 課 p. 124） 
この場合の共有情報は B が手紙を持っているという事実であり、この共有情報に基
づいて A はその手紙を持って郵便局に行くのかという未知の情報を B から引き出
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